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当社は年末に会社全体の忘年会を予定していますが、この費用は福利厚生費として会社の

損金になるのでしょうか？また、2 次会や 3 次会の費用を会社が負担した場合も、会社の損

金になるのでしょうか？

解説
  

１． 忘年会費用を損金計上するための要件

①1 人当たりの金額が少額であること（例えば 1 人 1 回 1 万円程度以下とすること）

②全員参加を要し、不参加者には実費相当額の現金を支給しないこと。

③参加者の給与水準から通常レベルの忘年会であること

２． 2 次会や 3 次会の費用については？

2 次会や 3 次会の費用は、通常特定の者だけの参加となるため、税務上損金算入は認めら

れません。なお、金額の多寡の判定は 1 次会と 2 次会を区分してそれぞれで判定します。

３． 役員等特定の者だけの時は？

役員、幹部職員等だけの忘年会費用は、全員参加の要件を充たさないため、税務上交際費

等として取り扱われます。

４． 忘年ゴルフ大会の場合は？

通常の忘年会と同様、①法人が負担する一人当たりの費用が多額かどうか？、②参加者が

特定メンバーに限定されていないか？が、問題となります。

要するに…
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忘年会の費用

通常会社のイベントとしての忘年会費用は、一定の要件を充たせば税務上損金算入できます。要
は、その忘年会が役員だけが参加するようなものではなく、社員全員が参加し、金額も 1 人当た

り 1 万円程度以下となることです。

忘年会費用は一定の要件を充足すれば会社の損金で処理できますが、2 次会や 3 次会の費用

は通常、損金計上は難しいです。


